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１．対象地域および評価対象区間

 高岡環状道路は、能越自動車道と一体で富山県高岡市の環状ネットワークを形成する計画延長約20kmの高規格道路。
 評価対象区間(以下、対象区間)は、能越自動車道高岡北ICから庄川付近までの高岡環状道路の北側に位置する区間。
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１．対象地域および評価対象区間（高岡環状道路）

 高岡環状道路の南側は副道２車線開通済みで、本線部は六家立体及び(主)高岡環状線(上伏間江～佐野)が事業中。
 東側は、(主)高岡環状線及び(都)能町庄川線が平面４車線で開通済み。

延長 整備率

全体延長 約20km －

開通済延長 0km 0%

事業中延長 3.9km 約20%

■ 表１ 高岡環状道路 整備率

※R5.8現在（開通済み延長は、副道・側道部を含まない）

■ 図１ 位置図
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２．計画段階評価の進め方（案）

 計画段階評価は、北陸地方小委員会を３回、意見聴取を２回。
 第１回北陸地方小委員会では、計画段階評価手続きの進め方（案）のほか、道路・地域の現状と課題、政策目標

（案）、意見聴取方法（案）等について議論。

3

計画段階評価

北陸地方小委員会
（第1回）

■計画段階評価手続き
の進め方(案)

■道路・地域の現状と
課題

■政策目標（案）

■意見聴取方法（案）

意見聴取
（第1回）

●意見聴取内容

・道路・地域の課題

・求められる道路

機能

●意見聴取方法

〈アンケート〉

対象者：地域住民

道路利用者

企業 等

〈ヒアリング〉

対象者：関係自治体

団体

企業 等

北陸地方小委員会
（第2回）

■第1回意見聴取結果

の確認

■政策目標の決定

■評価項目の設定

■対応方針(複数案)

の設定

■意見聴取方法(案)

【令和5年10月20日】

（今回）

意見聴取
（第2回）

●意見聴取内容

・対応方針(複数案)

の検討に際し重視

する項目

●意見聴取方法

〈アンケート〉

対象者：地域住民

道路利用者

企業 等

〈ヒアリング〉

対象者：関係自治体

団体

企業 等

北陸地方小委員会
（第3回）

■第2回意見聴取結果

の確認

■対応方針案(概略

ルート、構造等)

地 方 小 委 員 会

対
応
方
針
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）
の
決
定

……



0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

0
～
4
歳

5
～
9
歳

1
0
～
1
4
歳

1
5
～
1
9
歳

2
0
～
2
4
歳

2
5
～
2
9
歳

3
0
～
3
4
歳

3
5
～
3
9
歳

4
0
～
4
4
歳

4
5
～
4
9
歳

5
0
～
5
4
歳

5
5
～
5
9
歳

6
0
～
6
4
歳

6
5
～
6
9
歳

7
0
～
7
4
歳

7
5
～
7
9
歳

8
0
～
8
4
歳

8
5
～
8
9
歳

9
0
歳
以
上

３．地域の概況（①人口）
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 高岡市の人口は約17万人で富山市に次ぐ富山県第二の都市であるが、人口推移は、全国及び富山県を上回るペースで
減少している。

 年齢別割合は、全国と比較して高齢者の割合が大きく、年少人口や生産年齢人口の割合が小さい。

■ 図１ 富山県の市町村別人口 ■ 図２ 人口の推移

資料：国勢調査（R2）

■ 図３ 人口の年齢別割合（高岡市）

65歳以上
（老年人口）

15～64歳
（生産年齢人口）

15歳未満
（年少人口）

（単位：万人）

資料：国勢調査（R2）

■ 表１ 高岡市の人口、世帯数

資料：国勢調査（S55年～R2年）、将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）（R7年～R22年）

実績値
←

推計値
→

高岡市 富山県計

人口（人） 166,513 1,035,612

世帯数（世帯） 65,484 403,538

面積(k㎡) 209.57 4,247.58

人口密度(人/k㎡） 794.6 243.8

資料：国勢調査（R2）
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３．地域の概況（②交通流動）
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■ 図１ 富山県内の交通流動（全車） ■ 図２ 1世帯あたりの自動車保有台数

資料：自家用自動車の世帯普及台数(R4.3末)（一財)自動車検査登録情報協会
北陸信越運輸局 富山運輸支局

資料：国勢調査（R2）

■ 図３ 通勤通学時の交通手段別分担率

資料：全国道路・街路交通情勢調査（現況(H27年)OD）
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 高岡市の交通流動は、富山市の他、射水市や氷見市、砺波市、小矢部市との流動が多い。
 高岡市全体の1世帯当たりの自動車保有台数は、全国値を上回っており、通勤通学における自家用車の利用割合も高

いなど、自動車交通に依存した地域である。

全国値の約1.6倍

自家用車に依存

凡 例

高岡市関連交通
高岡市関連交通以外

交通量

30,000台／日～

20,000～30,000台／日

10,000～20,000台／日

8,000～10,000台／日

6,000～8,000台／日

4,000～6,000台／日

2,000～4,000台／日

1,000～2,000台／日



３．地域の概況（③産業・伏木富山港）
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資料：経済センサス活動調査（R3）総務省

■ 図２ 高岡市の製造品出荷額内訳■ 図１ 富山県の製造品出荷額内訳

■ 図４ 伏木富山港における
コンテナ輸送手段

資料：H30全国輸出入コンテナ貨物流動調査結果

■ 図３ 日本海側港湾のコンテナ取扱量

資料：国土交通省港湾局(2021年速報値)

■ 図５ 伏木富山港(伏木地区) の方面別トリップ数

高岡市

西方面 東方面

伏木富山港
伏木地区

6

資料：ETC2.0プローブデータ（R4.10）

■ 写真１ 伏木富山港全景

(伏木地区)

(新湊地区)

(富山地区)

高岡市
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富山市

写真：富山県ホームページ
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 高岡市の製品出荷額は富山県第３位であり、化学工業、金属製品、紙パルプ製造業が主要産業である。
 本州日本海側で第３位のコンテナ取扱量を誇る伏木富山港は国際拠点港湾に位置付けられており、コンテナ輸送は全

てトレーラーが担っており、大型車交通の需要が高い。
 伏木富山港伏木地区は、高岡市より西方面への輸送が約４割を占める。

第３位

日本海側
第３位

資料：経済センサス活動調査（R3）総務省

32％
31％

37％

射水市



３.地域の概況（④観光）
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■ 図１ 富山県内市町村別観光客入込数
（R3）
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■ 写真１ 高岡市内の観光地
（瑞龍寺）
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■ 図２ 高岡市の外国人宿泊客数

船名「MSCベリッシマ」
R5.6.24、R5.7.6寄港
総トン数：171,598トン
乗客定員：5,686名

写真：高岡市ホームページ
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資料：令和３年富山県観光客入込数等
資料：令和３年富山県観光客入込数等

■写真３ 伏木富山港へのクルーズ船

■ 図３ 伏木富山港へのクルーズ船寄港数

資料：富山県ホームページ

寄港なし

写真：高岡市観光ポータルサイトたかおか道しるべ

■ 写真２ 高岡市内の観光地
（金屋町）

 高岡市は、富山県第４位の入込客がある観光地であり、市内には国宝瑞龍寺などの豊富な観光地を有する。
 平成27年3月北陸新幹線（長野～金沢）の開業以降、高岡市の外国人宿泊客数が増加傾向である。
 伏木富山港へのクルーズ船がコロナ禍前の寄港数に回復し、さらなるインバウンド客の増加が期待される。

第４位

H27.3 北陸新幹線
長野～金沢開業

コロナ禍前の
寄港数に回復

（回）



４．道路・地域の現状と課題（①渋滞）

企業ヒアリング（R4年1月）

【高岡市内の製薬業者の声】

• 国道8号の渋滞により、物流が遅
延する場合がある

• 国道8号の渋滞を避け、国道415号
等を利用する場合もある

■ 図１ 高岡市の主要渋滞箇所及び混雑状況

富山市

109箇所

高岡市

36箇所

その他

34箇所

対象区間

■ 図２ 富山県の主要渋滞箇所数

新高岡駅

高岡市役所

高岡駅

国際拠点港湾
伏木富山港
(伏木地区)

国際拠点港湾
伏木富山港
(新湊地区)
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※対象路線 ･･･ 一般交通量調査対象路線、
４車線以上の市道、都市計画道路

※交通量 ･･･ 令和3年度全国道路･街路交通情勢調査

資料：ETC2.0観測データ(R4年10月)

35,900台/日

36,200台/日

11,100台/日

17,000台/日

15,100台/日

14,200台/日

 高岡市の主要渋滞箇所数は富山県内第２位であり、その多くが中心市街地周辺に集中している。
 高岡市中心市街地周辺は旅行速度が面的に低く、慢性的に渋滞が発生している状況であることから、交通の円滑化を

図る必要がある。

富山県
第２位

写真１

写真２

写真３高岡IC

至

石
川
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至 岐阜県
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至

新
潟
県

凡 例

○○○ ：対象区間

：主要渋滞箇所

混雑時旅行速度（7時台）
：30km/h以上
：20～30km/h
：20km/h未満

179箇所

至 新潟県

至 石川県

写真①

国道8号（四屋交差点付近）

写真②

国道156号（広小路交差点付近）

至 高岡駅

至 国道8号

写真③

(主）高岡環状線（野村交差点付近）

至 国道8号

至 新高岡駅
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４．道路・地域の現状と課題（②通過交通）

■ 図２ 高岡市中心市街地周辺における通過交通の内訳（全車種）

資料：ETC2.0観測データ(R4年10月)

石
川
方
面

新
潟
方
面

能登方面

岐阜方面

高岡北IC

9

通過交通

39%

内外交通

45%

内々交通

16%

16%6%

35%[A]

37%[B]

3%

3%

 高岡市中心市街地周辺の交通のうち約４割は通過交通であり、主に東西方向と東北方向に通過している。
 中心市街地に近い能越自動車道は無料区間であることから、中長距離移動は能越自動車道を利用しているものと思慮

され、市街地への通過交通の流入抑制及び高岡北ICへのアクセス性向上による交通環境の改善が必要。

福岡IC

至 岐阜県

至

新
潟
県

高岡市

射水市

氷見市

小矢部市

富山市

伏木富山港
（伏木地区）

：ＤＩＤ地区

至

新
潟
県

凡 例
高規格道路

：供用中

○ ○ ○ ：調査中（対象区間）

一般広域道路

：供用中

その他

：供用中

伏木富山港
（新湊地区）

砺波市

小杉IC

高岡砺波
ｽﾏｰﾄIC

砺波IC

砺波JCT

小矢部東IC

氷見南IC

富山西IC

0-20km

16%

20-50km

59%

50-100km

25%

100km以上

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所から
50km

高岡市役所

市役所から
20km

●

金沢市

●

富山市

■ 図３ 通過交通のトリップ長

[B]東西方向に通過する交通

[A]北東方向に通過する交通

■ 図４ 高岡市役所からの距離

約2～3割が50km以上の広域移動

●
高岡市役所

◀小矢部東本線料金所

能
越
自
動
車
道
（※

無
料
区
間
）

高岡IC

※福岡本線料金所廃止に伴い、
高岡ICから小矢部東IC間は実質無料

福岡PA
(福岡本線料金所
H30.6廃止)

●

七尾市

●

穴水町

●

黒部市

●

国道8号
富山･石川県境

● 東海北陸自動車道 富山･岐阜県境

●

能越自動車道・国道160号
富山･石川県境

■ 図１ 高岡市中心市街地
周辺における交通の内訳

N=333,237

資料：ETC2.0観測データ(R4年10月)



４．道路・地域の現状と課題（③事故）

 高岡市の事故危険区間数は富山県第２位であり、高岡市中心市街地周辺に集中している。
 高岡市における死傷事故件数も富山県第２位であり、渋滞に起因すると想定される追突事故の割合が高い。

51%

55%

22%

19%

10%

11%

8%

7%

9%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

富山県合計

高岡市

追突 出会い頭 右左折時 人対車両 その他

富山市

45%

高岡市

19%

射水市

10%

砺波市

5%

滑川市

3%

その他

市町村

18%

■ 図１ 高岡市中心市街地周辺の事故危険区間位置図

伏木富山港
（伏木地区）

新高岡駅

高岡駅

資料：ITARDAデータ(H30-R3)

凡 例
事故危険区間

：富山河川国道事務所管理区間
：富山県管理区間

対象区間

N=5,473

N=1,038

■ 図４ 死傷事故件数の内訳

■ 図３ 死傷事故件数の
市町村別内訳

資料：ITARDAデータ(H30-R3)

資料：ITARDAデータ(H30-R3)
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富山県全体
5,473件

富山市

53%

高岡市

23%

その他

市町村

24%

富山県全体
153箇所

■ 図２ 事故危険区間の
市町村別内訳

第２位

福岡IC

至

石
川
県

至 岐阜県

高岡IC

高岡北IC

至

新
潟
県 第２位

追突事故の割合が多い



４．道路・地域の現状と課題（④物流）

企業ヒアリング（R4年1月）資料：太平洋側大規模災害時における北陸地域港湾による代替輸送基本行動計画
（北陸地域国際物流戦略チーム広域バックアップ専門部会）

•能越自動車道を利用する場合、最寄りICは高岡北ICである
がアクセス道路が狭く大型車の通行規制区間があるため、
迂回が必要。

•最寄りICを利用できないことや迂回等により所要時間が長
くなり、車両の回転率が悪くなっている。

11

■ 図１ 北陸地域港湾による代替輸送

太平洋側で発生した大規模地震によって使用不能に！

代替輸送ルートの確保を！

日本海側港湾を利用した代替輸送を実施

■ 図２ 伏木富山港から高規格道路へのアクセスルート

伏木富山港
（新湊地区）

伏木富山港
（伏木地区）

資料：物流ルート：ETC2.0観測データ(R4年9～11月大型車のみ)

凡 例

：企業団地・主要産業企業

：高岡市内アルミ製造企業の

主な輸送経路

：関西・中京圏への主な輸送経路

至 国道160号

至 国道415号

 発生の可能性が高まっている太平洋側での大規模災害時に日本海側港湾を利用した代替輸送の行動計画が策定されて
おり、３大都市圏から複数ルートでアクセス可能な伏木富山港の重要性が高まっている。

 伏木富山港から輸入された原材料は、高岡市内に立地する工場のほか能越自動車道を利用して県外へ輸送されている
が、最寄りICまでのルート上に大型車通行規制区間を有するなど、高規格道路へのアクセス性に課題がある。

• 狭幅員で
大型車通行規制

• 迂回が必要

アルミ製造企業
「高岡北ICへの
アクセス性が悪く
高岡ICを利用」

写真１

高岡IC
至

石
川
県

至 岐阜県

高岡北IC

至

新
潟
県

写真１



４．道路・地域の現状と課題（⑤観光） 12

③高岡古城公園

⑤高岡大仏

写真：高岡市観光ポータルサイトたかおか道しるべ

伏木富山港や市街地北側と
高岡北ICへのアクセス性が
向上すれば、提案できる観
光プランが増える

資料：高岡市観光協会ヒアリング（R5年9月）

■ 図３ 高岡中心市街地の主な観光地

新高岡駅

高岡駅

伏木富山港
（伏木地区）

④
③

⑤

②

④金屋町
（重要伝統的建造物群保存地区）

②瑞龍寺
（国宝、重要文化財）

◎高岡市役所

①

資料：昇龍道モデルルートガイドパンフレットをもとに作成

■ 図２ 伏木富山港寄港時の主な
オプショナルツアースポット(例)

資料：北陸港湾ビジョン～日本海北前船構想2030～
(北陸地方整備局)

高岡IC

高岡北IC

①勝興寺
（国宝、重要文化財）

中部国際空港

小松空港

能登空港

名古
屋

高山

富山
高岡

下呂

金沢

輪島

富山県

岐阜県

愛知県

石川県

富山空港

福井県

滋賀県

三重県

長野県

静岡県

■ 図１ インバウンド観光（昇龍道※）
モデルルート

※『昇龍道』プロジェクトとは･･･
日本有数の観光資源を有する中部・北陸地域
の知名度を向上させ、インバウンド数増加を
図る取組。能登半島を龍の頭に見立て中部国
際空港に亘る南北軸を龍の姿に重ねてイメー
ジしている。

 中部・北陸地域では連携してインバウンド観光に取り組んでおり、観光資源が豊富な高岡市内の散策を含む広域周遊
観光モデルルートが示されており、高岡市街地から隣県へのアクセス性が重要になっている。

 一方、伏木富山港に寄港したクルーズ船乗客はオプショナルツアーなどで県内各地を観光するが、伏木富山港や高岡
市中心市街地から高岡北ICへのアクセス性に課題を有している。

伏木富山港や
国道８号からの
アクセス性に課題

国道８号と直結し
アクセス性がよい

至

石
川
県

至 岐阜県

至

新
潟
県

：主要渋滞箇所
：主要渋滞エリア



石
川
県

氷見市

小矢部市

砺波市

射水市

富山市

高岡市

氷見IC

小矢部東IC

小矢部IC

南砺
スマートIC

砺波IC

高岡砺波
スマートIC

小杉IC

南砺市

高岡市
消防本部伏木消防署

戸出消防署福岡消防署

氷見消防署

４．道路・地域の現状と課題（⑥救急医療）

6,210 6,479 
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7,438 
7,990 
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4,000

6,000

8,000
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H28 H29 H30 R1 R2 R3

■ 図３ 高岡市消防本部の搬送時間■ 図２ 高次救急医療施設の立地と氷見市からの主な搬送経路

資料：高岡消防本部ヒアリング（R5年8月）

• 令和４年度の氷見市方面から厚生連高岡病院への救急搬送件数は178件。
• 氷見市方面からの救急搬送路は、主に能越自動車道を利用している。
• 氷見市から厚生連高岡病院へ搬送する際、最寄りは高岡北ICであるが、高

岡ICを利用している。
• 環状道路の整備による搬送時間の短縮を期待している。

■ 高岡市消防本部ヒアリング

■ 図１ 高岡市消防本部の
管轄区域

24.9
25.7

26.8 26.5

28.9
29.7

20

25

30

35

H28 H29 H30 R1 R2 R3

増加傾向

資料：富山県消防防災年報

■ 図４ 高岡市消防本部の搬送人員数

（分）
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JCHO高岡ふしき病院

高岡市民病院

済生会高岡病院

厚生連高岡病院

射水市民病院

（人）

氷見北IC

灘浦IC

氷見南IC

高岡北IC

高岡IC

福岡IC

四屋交差点

 令和３年４月より高岡市消防本部の管轄区域が高岡市内に加え氷見市全域に広がった。
 高岡市消防本部の救急搬送時間及び搬送人員数は増加傾向にあり、氷見市からは能越道経由で搬送されている。
 第三次救急医療機関である厚生連高岡病院をはじめとした医療機関の多くが高岡市内に位置しているが、医療機関が

多く立地している高岡市内は主要渋滞エリアが広がっており、円滑な救命救急活動が阻害されている。

H28の1.3倍

令和3年4月～
管轄区域拡大

資料：富山県消防防災年報
高岡IC

至

石
川
県

至 岐阜県

高岡北IC

至

新
潟
県

第三次救急医療機関

第二次救急医療機関

氷見市

凡 例

：主要渋滞箇所

：渋滞エリア



５. 政策目標（案）の設定 14

課題 原因

渋滞
○慢性的な渋滞
・高岡市の主要渋滞箇所数が県内第２位
・中心市街地周辺は慢性的に渋滞が発生

○交通容量の不足
○中心市街地への通過交通流入

事故

○交通事故が多発
・事故危険区間が中心市街地周辺に集中
・死傷事故件数が県内第２位で、追突事故
の割合が多い

○中心市街地への交通集中

物流

○港湾アクセスルートが脆弱
・伏木富山港から能越自動車道高岡北IC間
の道路幅員が狭く、隣接ICを利用

・物流車両が国道８号に集中

○高規格道路への
不十分なアクセス性

観光

○観光周遊の定時性が低い
・クルーズ船が寄港する伏木富山港や観光
地が集中する高岡市中心市街地から県外
観光地へのアクセス性が悪い

○高規格道路への
不十分なアクセス性

医療
○救急搬送の速達性が低い
・氷見市方面から第３次医療機関厚生連高
岡病院を結ぶ速達性が確保されていない

○中心市街地への交通集中
○高規格道路への
不十分なアクセス性

交通の円滑化

安全な交通環境の確保

安定的な
物流ルートの確保

観光振興の支援

救急搬送の速達性確保

政策目標（案）



５. 政策目標（案）の設定 （地域の将来像）

高岡市総合計画第4次基本計画［R4.3］ 目標年次：R4～R8 該当政策目標（案）

産業基盤の整備・企業立地の推進
 高速交通網や伏木富山港などの社会資本を活かし、環日本海に拓かれた物流の拠点

化を目指します。（P46） • 安定的な物流ルートの確保

高速道路網・幹線道路網・
地域公共交通体系の整備

 高岡市と近隣都市を結ぶ道路や広域交通結節点（駅、インターチェンジ、港）への
アクセス道路、地域間の連携を支える高規格道路高岡環状道路等の広域的な道路の
整備を促進します。（P95）

• 交通の円滑化

• 安定的な物流ルートの確保

• 観光振興の支援

消防・救急・救助体制の充実
 高度な救急・救助体制を整備し、救命率の向上に努めていく必要があります。

（P153） • 救急搬送の速達性確保

富山県 総合計画［H30.6］ 目標年次：H30～H38 該当政策目標（案）

グローバル競争を勝ち抜く力強い

産業の育成と雇用の確保
 北陸新幹線や高速道路、港湾、空港などの交通基盤の整備促進（P125）

• 安定的な物流ルートの確保

• 観光振興の支援

環日本海・アジア新時代に向けた

陸・海・空の交通基盤等の強化

 富山高山連絡道路や高岡環状道路等の地域高規格道路の整備

 幹線道路の渋滞対策や事故の多い交差点等の安全対策（P181）

• 交通の円滑化

• 安全な交通環境の確保

観光振興と魅力あるまちづくり  都市の放射道路・環状道路の整備など、市街地等での交通渋滞対策の推進（P202）
• 交通の円滑化

• 観光振興の支援
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高岡市都市計画マスタープラン［H30.12］ 目標年次：H47(2035) 該当政策目標（案）

大都市圏に連絡する広域交通
ネットワークの強化・充実

 県西部の中核都市としての役割や都市機能の集積を活かし、大都市圏及び周辺都市
との人や物の交流や連携を更に拡大させるため、大都市圏に連絡する北陸新幹線や
高規格幹線道路（高速道路）である北陸自動車道、東海北陸自動車道、能越自動車
道、及びこれら高規格幹線道路と連絡し高速交通網を形成する地域高規格道路であ
る富山高岡連絡道路及び高岡環状道路により、広域交通ネットワークの強化・充実
を図ります。（P38）

• 交通の円滑化

• 安定的な物流ルートの確保

• 観光振興の支援

拠点間連携の骨格を担う道路
ネットワークの形成

 高岡駅・新高岡駅、伏木港、インターチェンジといった広域交通結節点の機能強化
と併せて、中心市街地及び周辺市街地から人や物がこれら結節点に円滑にアクセス
できるよう、拠点間連携等の骨格となる「環状放射道路」の整備促進を図るほか、
駅、港、インターチェンジと市街地の間をおおむね10分で結ぶための「戦略的道
路」の具体化を図ります。（P38）

• 交通の円滑化

• 安定的な物流ルートの確保

• 観光振興の支援



6. 意見聴取方法（案） （概要）

項目 調査対象 調査方法 回収方法

地
域
住
民

沿線地域 対象区間沿線と高岡市中心市街
地の住民

全戸にアンケート票を郵送（約41,000世帯） ・郵送
・Webで回答
※オープンハウ
スのみ対面によ
る聞き取り

周辺地域 県内市町村の住民 ・高岡市公式LINE
・Webアンケートへの回答依頼
・県内道の駅、SA･PA等にアンケート票を留置（約2,000枚）
・県内の女性団体(15団体)の連絡協議会で協力を要請し、アンケート票配布
・イオンモール高岡でオープンハウスを実施

一 般 広く一般の人々 ・ホームページ、SNSから参加 ・Webで回答

事
業
者

製造業者 高岡商工会議所、高岡市商工会 団体の中央組織から会員企業に協力を要請し、会報に同梱又は郵送にて配布
（約6,000枚）

・郵送
・Webで回答

運送業 富山県・石川県・新潟県の
トラック協会

（1）実施目的：道路・地域の課題と、求められる道路機能に関する意見を収集

（2）調査主体：国土交通省北陸地方整備局 富山河川国道事務所

（3）意見聴取の調査対象と調査方法（案）：（下表参照）

（4）意見聴取期間：１ヶ月程度

（5）周知方法：ホームページ（バナー）、オープンハウス、高岡市公式LINE、新聞広告、

チラシ、ポスター、SNS（YouTube、X(旧Twitter)など）
■ アンケート調査（案）
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項目 調査対象

主要企業 製造業者、運送業者

交通事業者 加越能バス株式会社、富山地方鉄道株式会社

消防機関 高岡市消防本部

警察機関 富山県警察本部

地方自治体 富山県、高岡市

学校 対象区間に隣接する小中学校関係者

■ ヒアリング調査（案）

■ 意見聴取の概要

■ 対象区間位置



6. 意見聴取方法（案） （調査項目）
〔地域住民用〕

〔事業者等用〕
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〔地域住民用・事業者等用〕



6. 意見聴取方法（案） （調査票（案） １／４）

■ 調査票（案）
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①調査概要(A3)



6. 意見聴取方法（案） （調査票（案） ２／４）

■ 調査票（案）
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②道路の課題(A3)



6. 意見聴取方法（案） （調査票（案） ３／４）

■ 調査票（案）
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③調査票[地域住民用] (A4裏表)



6. 意見聴取方法（案） （調査票（案） ４／４）

■ 調査票（案）
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③調査票[事業者用] (A4裏表)


